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景観生態学の基盤としての群植物社会学の理論と方法論  

Theory and Methodology of Symphytosociology as aIhsis for Landscape Ecology  

大野 啓一＊  

KeiichiOHNO・  

Synopsis   

In these generalremarks about a symphytosociology（symphytocoenology）that   

forms the basis of a phytosociology andis developed as an applied vegetation ecol－   

ogy，We Outlinedtheprocess’stheoreticaldevelopment．We alsotreatedthemethodol－   

Ogy for the classification of severalspatialunits of community and vegetation com－   

plexes，Which are prlnCIPalconstituent elements of alandscape．  

A sigmataxon（sigmetum）is recognized as a spatialunit of community complex   

occurring in a series of vegetational succession on a tessela characterized by unique 

vegetationalpotentiality．A geosigmataxon（geosigmetum）is a complex of several   

tesselas，eaCh havlng a different vegetationalpotentiality．The geoslgmataXOn OCCurS   

on a catena as a unit ofland system，in which each complex of tesselas con］Oinlng   

with mosacior zonalpatterns repeatsitself with a catenalpattern．The slgmataXOn   

and geoslgmataXOn，With their respective arrangements by serialand catenalcrite－   

ria，have proven effective for mapplnglarge－Or medium－SCale vegetationlandscapes   

for ecologlCalanalysIS and evaluation．  

On the other hand，the so－Called community group，Which a unit of communlty   

COmPlex derived from a unit system of vegetation geography，isalso a reliable con－   

cept for use with vegetation landscapes showing mapped on a small or medium 

scale．  

内（1991）は景観生態学を「人間と地域環境の係わり  

を，生態学的視点から分析・総合・評価し，人間にとっ  

て望ましい地域環境を保全創造する効果的な施策を考  

える研究分野」に位置づけている。また景観生態学は，  

生態学的環境情報に基づいた環境計画を策定し実施し  

ていく上で必須なものになってきている。   

景観の概念についてはSchmithtisen（1968）が，  

「景観は自然と人間との関係がっくりだす地域の総体  

として捉えられるものであり，自然との関係の，事物一  

空間一時間のシステムである」と規定している。すな  

わち，景観は任意の広さの地表面の断片で，かつ一定  

の性格と構造を持った空間単位として理解されている。  

また景観を構成している主要な環境要素として，地形，   

は じ め に  

応用生態学の一分野でありかつ学際的研究分野であ  

る景観生態学（1andscape ecology）に関して我が  

国にでは，植生生態学よりはむしろ農学や地理学の分  

野で数多くの研究がなされている（井手・武内1985；  

武内1991，1994；井手・亀山1993；横山1995）。武  
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地質，土壌，気候などの無機的自然環境や植物，人間  

以外の動物などの有機的自然環境，そして人間社会な  

どの人文的人工環境が知られている。   

このうち有機的環境要素の一つであり，かつ植物の  

集団としての植物共同体（phytocoenosis）の総体で  

ある植生は，気候や地形などの無機的自然環境のイン  

テグレイ卜した結果として景観の中に表現されたもの  

である。すなわち，植生は景観を構成する本質的要素  

であり，またそれは景観の持っ生態的特性を表現して  

いると言える。このことから植生を自然環境の指標と  

して使用することによって，地域環境の生態学的分析，  

評価や地域景観の類型区分が可能となる。   

このように植生による地域環境や景観の分析，評価，  

区分は，古くはアレキサンダー・ホン・フンボルト以  

来の生宿型や優占種に基づく相観的な群系類型により，  

また植物社会学的には，自然権生や代償植生あるいは  

潜在自然植生（potentialnaturalvegetation：  

Tiixen1956）などの植生単位を用いた植生図により  

行われてきた。しかしながらいずれの方法も，等質地  

域（1and unit）など均質な領域において土地的自然  

や立地診断のための有効な基本単位となるが，より高  

次の複合的空間単位の領域において土地利用計画や緑  

地計画などの具体的な環境計画の指針を導き出す際の  

機能的で生態的な総合評価のための基本単位としては  

不十分であった。   

ある一つの景観領域は，複数の等質地域がモザイク  

状や帯状など特徴的で規則的な配列をもったより大き  

な空間単位ばかりでなく，幾つかの等質地域が機能的  

に結びついた機能地域（1and system）という空間  

単位によっても構成されている。近年この景観を生態  

学的に類型区分する際の基本的空間単位としてエコトー  

プ（ecotope）の概念がしばしば用いられるようになっ  

てきた。エコトープとは，「生物共同体と環境の諸要  

素が機能的に結びついた空間的統一体の最小単位であ  

り，か◆っ景観の生態学的基本単位」と規定されている  

（Schmithtisen1968，Troll1968）。またエコトープ  

は，「ある地表面の領域の中で，空間的構成が生態的  

に均質であり，それが地表面に繰り返し，多数存在す  

るもの」と理解されている（Schmithilsen1968，輿  

水1993）。すなわちェコトープは，均質な立地特性を  

もっている等質地域の集合領域で，同じ生態的潜在能  

力をもった領域としての機能地域に対応している。   

Schmithtisen（1968）は植生景観を「景観の植生  

的要素であり，植生の集合」と考え，植生の集合がモ  

ザイク状に形成されている場合これを「景観的植生複  

合」とした（Theurillat1991，1992）。つまり，エコ  

トープを構成する生物共同体の一部である植物共同体  

の多くは複数の植生単位の集合である植生複合から成っ  

ていると言える。このことから植物社会学的植生単位  

の複合単位に基づいて空間区分を行えば，このエコトー  

プと先に述べた植物社会学的植生単位を結びつけるこ  

とになり，植生の側から地域環境や景観の機能的で生  

態学的な分析，区分及び総合的な評価を可能にする。   

生態学的空間単位としてのエコトープと植物社会学  

的植生単位を結びつけたのが，景観的植生複合単位の  

研究から派生した群植物社会学（symphytosociolo－  

gy）あるいは群植物群落学（symphytocoenology）  

の概念である（Gehu1991；Theurillat1991，1992）。  

本総説は，地域環境や景観の生態学的分析，評価のた  

めの有効な方法としての群植物社会学の理論体系やそ  

の野外での実践する場合の手法について論じている。  

1．群植物社会学の理論体系の形成  

植物社会学を基盤とし，その応用科学の分野である  

群植物社会学の研究は，植生景観の生態学的分析，評  

価の手法の一つとしてドイツのTbxen（1973）が提唱  

して以来，ヨーロッパの，特にラテン語を語源とする  

言語圏のフランス，スペイン，イタリアの研究者  

（Gh6u1974，1977，1991；Rivas－Martinez1976；  

Rivas－Martinez ＆ G6hu1978；Pignatti1978；  

Gehu＆Rivas－Martinez1981など）によって行わ  

れてきた。この群植物社会学がどの様に理論体系づけ  

られてきたか，その形成過程について以下に概説した。  

1）植生複合の概念   

植物社会学の分野において景観的植生複合に関する  

研究は意外と少ない。植物社会学が生態学の一分野と  

して確立して間もなく，Braun－Blanquet＆Pavil－  

1ard（1928）は，群落複合（community complex）  

を「地形的要因の局地的な相違によって決定づけられ  

た群落のモザイク状の集団」とみなした（Pignatti  

1978）。またBraun－Blanquet（1964）は，極相複合  

（climaxcomplex）を「ある一つの気候的終局群落  

に収赦する各種遷移系列の総体」と考えた。   

Schwickerath（1954）は，「特定の立地型上に生  

育する植物群落単位の総体（先駆相，途中相，極相な  

ど一次及び二次遷移系列の各相）を包含したもの」と  

して群落環（communityring）の概念を提唱した。  

またSchmith也sen（1968）は植生地理学の分野にお  

いて，古典的な植生地理学的植生区分単位と植生複合  

単位を用いて景観または植生域の区分のための研究を   
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合の抽象的基本単位として総和群集（sigmassoci－  

ation；Sigmetum）の名称が与えられた。すなわち，  

総和群集は，「均質で一定の景観内において，それぞ  

れの潜在自然植生に対応して成立した現存群落の総体」  

として定義づけられた（G昌hu1974）。また総和群集  

は，「一定の立地特性を持った地域において規則的に  

繰り返される植物群落の集合で，従来の植物社会学に  

おける抽象的基本単位である群集と同様に，種群  

（taxa）のかわりに群落群（syntaxa）によって導か  

れる」とした（T仏Ⅹen1979）。   

一方，Rivas－Martinez（1976）は総和群集の研究  

において，「生態的に均質な土地の部分である一つの  

テセラ（tessela）という限られた地域の潜在自然植生  

のタイプに対応した代償群落の複合」として群集群  

（synassociation；Sinassociation）を提唱した。後  

にこの群集群は，「同じ潜在自然植生の領域にある総  

和群集の部分」として定義づけられている（Rivas－  

Martinez＆G色hu1978）。   

G色hu＆ Rivas－Martinez（1981）は群集群の定  

義を援用して，「単一の潜在立地における同じ遷移系  

列（series）上の全ての植物群落の生育する空間的領  

行っている。その中で彼は，群落複合に基づいた植生  

区分に関する単位体系を明らかにしている（宮脇  

1968；大野・宮脇1986；大野1990，Ohno1991）。   

ところでSchmithtisen（1968）が提案した植生複  

合単位体系の基盤と成っているのが，植生景観を構成  

する空間的最小単位としての固有の群落遷移結合によっ  

て表現される生育区（Wuchsdistrikt）と，景観の中  

での群落環の空間的な連合複合であり，かつ空間的基  

本単位である群落団（Gesellschaftspulk；COmmu－  

nitygroup）である（宮脇1968）。この様な景観的  

植生複合に関する研究は1960年後半まで行われた。  

2）総和群集の概念  

1970年代になると，植生景観に対する群植物社会学  

的視点からの研究が始まった。そこでは初期の景観的  

植生複合の研究と同様に，群植物社会学においても複  

合形態の違いに応じて植生景観が形成されていること  

を明らかにしている。「潜在自然植生域における群落  

複合の調査に関する研究」ノのテーマで最初に群植物社  

会学の研究を行ったのがT也Ⅹen（1973，1977）である。  

その後の群植物社会学的研究において，植物群落の集  

GEOS］GMETUM  

Fig．1．Coastalgeosigmetumincludingfour sigmetaonthe Ostsee（after Thannheiser1986）．   
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域」というように，潜在自然植生と遷移系列の概念を  

結びつけた定義づけを行っている（Theurillat1991，  

1992）。   

日本では，宮脇らがいち早く総和群集の概念を取り  

入れた植生生態学的研究を行っている（Miyawaki  

1978，1980；宮脇・鈴木1979；宮脇他1984）。  

3）総和群集区の概念   

総和群集は，植生景観を等質地域により類型区分す  

るのに有効な空間的単位であるが，これらの等質地域  

が機能的に結びっいた機能地域を表現するのには適し  

ていなかった。そこでTtⅨen（1978a，b）は，Knapp  

（1975）が提案した群落群区（geosyntaxa）の名称  

を援用して，「モザイク状あるいは帯状に関係しあっ  

た総和群集の集合が，一つの大きな地域において地理  

学的秩序をもって繰り返す空間的領域」を，総和群集  

複合の空間的基本単位として総和群集区（geosig－  

massociation；geOSigmetum）の概念を提唱した  

（Fig・1）。   

その後，G色hu ＆ Rivas－Martinez（1981）は，  

総和群集区を，「一つのカテナ（catena）における植  

物群落あるいは総和群集の集合の総体の空間的領域の  

形態」と定義づけている。このカテナの用語は，「空  

間的な特徴をもつ配列が連続的に繰り返される地形単  

位」という地理学の概念を援用したもので，総和群集  

区の定義に使用されているカテナは，「同じ地形単位  

の集合，あるいは隣接するテセラの集合」のことであ  

る。すなわち総和群集区とは，「総和群集の集合がカ  

テナ状に分布している状態」と言える（Theurillat  

1991，1992）。   

このようにして，植生景観を生態学的に類型区分す  

るための空間的基本単位である総和群集及び総和群集  

区の概念が確立され今日に至っている（Tablel）。  

クロテセラ（macrotessela）の2段階で，カテナ基  

準ではハイポカテナ（hypocatena），カテナ（catena），  

ハイパーカテナ（hypercatena），そしてメガカテナ  

（megacatena）の4段階で理解される」としている。  

すなわち，彼はこれらの基準が，様々な段階の大きさ  

の植生複合単位により階層的に区分し，その配列や分  

布の特徴を表現する必要があること，また景観の中の  

植生複合単位は，それらを表現するに相応しい尺度を  

もっていることを明らかにしている。   

本総説では，総和群集及び総和群集区は大柿尺（1：  

5，000以上のスケール）から中縮尺（1：10，000～1：  

50，000のスケール）レベルにおいて表現できる植生  

複合単位であり，伝統的な植生地理学的植生区分単位  

は中衛尺～小縮尺（1：100，000以下のスケール）レベ  

ルにおいて表現できるものとして群植物社会学的調査  

の方法論を展開している。  

1）総和群落調査の方法   

地図上の中縮尺～大縮尺レベルで表現できる植生複  

合単位を対象とした総和群落調査（sigmarelev白）で  

は，同質の潜在自然植生が分布する領域もしくは植生  

相観的にも地形的にも均質で一様なテセラにおいて，  

先島区相から終局相に至る同じ一次および二次遷移系列  

上の群落の集合としての群集群を対象として調査を行  

う（G6hu1974，1991；G芭hu＆Rivas－Martinez  

1981；Theurillat1991，1992）。一般的にこれらの群  

落複合はモザイク状（mosaic），帯状（zonal），そ  

して重層的（弘berlagerungs；SuPerPOSitional）な  

分布形状を呈している（Dierschke1994）。このよ  

うにして得られた総和群落調査資料は，総和群落組成  

表にまとめられ，基本的な群落複合単位としての総和  

群落（sigmataxon）が識別される（Table2）。   

特定の総和群落は地形的にもまた植生的にも一定の  

分布特性を持っている。また一つの総和群落の分布領  

域は，潜在的に等質な立地とそこに生息する生物共同  

体で構成された空間的単位としての生物生地（ビオトー  

プ：biotope）に対応する（宮脇1968；大野1996）。   

別の異なる地域において，同質の潜在自然植生の領  

域または基本立地に分布する各総和群落を総和群落組  

成表により相互比較を行うことによって，基本的な群  

落複合単位としての総和群集が抽出される。植物社会  

学的群落体系と同様に，総和群集はさらに高次の群落  

単位である総和群団（sigmion），総和オーダー（sig－  

metalia），総和クラス（sigmetea）にまとめられる。   

2．群植物社会学的調査の方法論  

G白hu（1991）は，総和群集の研究を「植生系列の  

内容，遷移系列上の植生集合の組み合わせに関する空  

間的研究分野」としている。また総和群集区の研究は，  

「植生集合間の，また景観内の植生地理学的単位の遷  

移系列網間の，あるいはそれらの複合が関係するカテ  

ナ的，地理学的現象を分析する研究分野」と考えてい  

る。一方，Theurillat（1991，1992）は，「総和群集  

は遷移系列的基準に基づいて，また総和群集区はカテ  

ナ的基準に基づいて景観的植生複合の評価される」と  

した。さらに彼は，「遷移系列基準では，テセラやマ  
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Table2．Severalunits ofvegetationlandscapes and their spheres on alarge scale  

Sigmataxon（琴i印et   酢OSigm七皿・m（g∞Si卯l¢tⅦ肌）  Sy叩hytosociologicalunit   
別血っi即愉t且ⅩOn－（essen一  ＄由一geOSi官服taXOn（es＄en－  Ofeo揖mnity－eOmplex   
tialeo町nt皿ity－eO  tialeommu血ty－eO叩1ex）   

unlqueVeget且tio   pluralveget且tion山   Veget且tionalpotetltial－   

potenti al ity f potentiality ityof・habitat（site）   

＄eでial   e且tenal   eorrel且tionof eommunite5   

mo＄aie，ZOmal，Su  mo＄aie，ヱ¢nal（e盆ten且1），  distribtJtionalpattem   

transitional  

tessela（【旭em－teS   eatena   Sy叩bytoeoenologie山  

dom且in   

biotope（pbytoto   eeot（〉匹   eeologi仁aldomain   

Fliese   niese喝ef軸e   

Table3．Comparison andequivalence ofsymphytosociological（T撤en1979）  

and spatial units of vegetation complexes 

Spatial units of 
Vegetation complexes   

SymphytosocjoJogJCaI  

units   

（Tuxen1979）  

Vegetation regJOn   

Vegetation sub－regLOn  

Community group   

Commun］ty Sub－grOuP   

Holos［gmetum   

Meso－Geosigmetum  

Geoslgmetum  

Sigmetum  

をもった空間的な群落複合単位が連続的に分布する領  

域である（G色hu1991，Theurillat1991，1992）。特  

定の総和群落区は地形的にもまた植生的にも一定の分  

布パターンを持っている。また一つの総和群落区は，  

生態的に均質な空間的単位としてのエコトープに対応  

する（Table2）。   

総和群落区は，基本立地および基本立地結合に分布  

している潜在自然植生の領域の空間的大きさや生態的  

立地特性により，小総和群落区（micro－geOSigma－  

taxon），中総和群落区（meso－geOSigmataxon），  

大総和群落区（macroTgeOSigmataxon）などの階  

級的空間単位に分類される。また各単位は，それを表  

現するにふさわしい縮尺領域を持っている。   

小総和群落区は，縮尺1：500程度のスケールで表現   

2）総和群落区調査の方法   

総和群落調査が単一の潜在自然植生の領域あるいは  

均質な基本立地に分布する全ての植物群落を研究対象  

として総和群落を識別するのに対し，地図上の中縮尺  

～大縮尺レベルで表現できる植生複合単位の複合領域  

を対象とした総和群落区の調査（geosigmarelev6）  

では，複数の潜在自然植生がモザイク状，帯状もしく  

はカテナ状（catenal）に分布する領域（カ盲ナ）に  

分布する全その植物群落および総和群落を研究対象と  

して総和群落区（geo－Sigmataxon）の識別を行う。  

すなわち総和群落区とは，隣接する植物群落およびそ  

の集合が一定で規則的な配列（帯状もしくはカテナ状）  

あるいは配置（モザイク状および移行帯における相互  

に交錯した状態（Durchdringungskomplex）など）  



Fig．2．Three types of catenas distinguishedin thelandscape analysis of the vegetation（after Theurillat1992）．  

可能な調査対象が分布する領域である。例えば高層湿  

原におけるブルト（小凸地）とシュレンケ（小凹地）  

の様に，一様な植生景観を呈する領域において，微地  

形的立地の変化に対応して潜在立地を異にする植物社  

会学的単位がモザイク状あるいはカテナ状に群落複合  

を形成した空間単位として理解される（Table2）。   

中総和群落区は，縮尺1：5，000程度のスケールで表  

現可能な調査対象が分布する領域である。例えば一様  

な地形形状を示す山腹斜面における斜面上部，斜面中  

部，斜面下部のように，水分条件や土壌条件など生態  

的環境傾度の変化に応じた基本立地の配列に従って，  

潜在立地を異にする植生単位が帯状もしくはカテナ状  

に群落複合を形成した領域に相当する（Fig・1，2）。   

大総和群落区は，鯨尺1：50，000以下の小スケール  

で表現可能な調査対象が分布する領域である。一つの  

渓谷のように多少とも均質な地形景観を呈する地域に  

おいて，複数の小総和群落区および中総和群落区によ  

り構成された複数の植生複合単位がモザイク状もしく  

はカテナ状に，繰り返し分布する領域として理解され  

る（Fig・2）。  

3）植生景観調査の方法   

植生景観調査は，基本的には現存植生図もしくは植  

生調査地点図を用いて植生景観分析，評価する方法で  

ある（大野・宮脇1986；大野1990，1991，1994，1996）。  

中縮尺あるいは大縮尺の現存植生図を用いた群植物社  

会学的調査では，植生景観は基本的に総和群落と総和  

群落区で構成されているとの考えから，総和群落調査  

と総和群落区調査を同時に，並行して行う植生景観調  

査（releve of vegetationlandscape）が用いられ  

る。   

植生景観調査は，ある地域の任意の広さの土地的空  

間において，単一あるいは複数の潜在自然植生から成  

る単一の基本立地およびそれら基本立地の組み合わせ  

である基本立地結合の領域に分布する全ての植物群落  

および植生複合単位を対象として分析を行う。すなわ  

ち植生景観調査では，ある任意の土地的空間（単一の  

潜在自然植生からなるテセラあるいは複数の潜在自然  

植生を含むカテナの領域）において，植物群落および  

その集合が一様で規則的な配列を示している領域（テ  

セラ）あるいはその領域が連続的に一定の分布バグー  

ンを呈している複合領域（カテナ）に分布している全  

ての群落を調査対象として調査を行う（Table2）。   

総和群落組成表の操作過程において，植生遷移系列  

上の植物群落の基本的結合を示す遷移系列的群落群  

（serialsyntaxa）とカテナ状に分布する植生複合の   
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基本的結合を示すカテナ的群落群（catenal  

syntaxa）などの基本的群落複合単位（essential  

community complex）を抽出し，それらの識別群  

落群に基づいて基礎的群落複合単位である総和群落  

（sigmataxon），下位総和群落（sub－Sigmataxon）  

および任意の土地的空間における基礎的植生複合単位  

である総和群落区（geosigmataxon），下位総和群  

落区（subpgeosigmataxon）を識別する（Table2）。   

一方，小縮尺～中衛尺レベルの植生景観調査では，  

総和群集や総和群集区といった植生複合単位は使用せ  

ず，Schmithiisen（1968）の提案した構造的植生区  

分単位を援用した群落及び植生複合単位に基づいた群  

植物社会学的調査を行う。つまり中縮尺及び大縮尺レ  

ベルでの総和群集及び総和群集区調査では調査区を設  

定する場合，植物社会学の調査と同様に，厳密に同質  

の立地に調査方形区を設定する必要がある。しかし小  

縮尺レベルの地形図上では，厳密に調査区を設定する  

のは困難であることから，メッシュ図（mesh map）  

を利用した植生景観調査を行う場合が多い（Fig・3）。   

メッシュ図を用いた群落及び植生複合単位の識別の  

方法は，基本的には総和群集調査とほぼ同様であるが，  

調査対象は現存植生の総体ではなく自然景観を構成し  

ている自然植生の複合である群落団（community  

group）が基本単位として使用される（大野1990，  

1991，1994，1996）。この群落及び植生複合単位の体系  

は，Schmit叫sen（1968）の植生景観単位体系を援  

用したもので，基本単位である群落団の下位単位とし  

て群落亜団（community sub－grOuP）が，また上  

級単位として，植生群亜域（vegetation sub－  

region）とその上位の植生群域（vegetation re－  

gion）にまとめられている（Table3）。   

識別された群落及び植生複合単位は，年平均気温，  

年降水量等の気象データ，海抜高度，傾斜，水系密度  

などの地理的数値情報を用いた多変量解析に基づいた  

当該地域の自然環境との類型化が行われる。その結果，  

当該地域に分布する各複合単位の生態的あるいは地理  

的分布特性が評価される。一般的に小縮尺～中縮尺の  

地形図を用いた植生景観調査は，潜在自然植生域の評  

価，区分に有効である（Fig・3）。  

計画が立案され，かつ実施される様になってきた。こ  

うした人間社会の健全で快適な生活環境を永続的な発  

展を目指した生態学的環境計画の策定にあたっては，  

事前にその土地固有の植生景観や自然環境など，その  

土地固有の潜在能力（環境質あるいは環境容量）を正  

確に把握しておく必要がある。   

景観生態学の基盤としての群植物社会学あるいは群  

植生学の理論とその調査手法は，植生の側から当該地  

域の自然景観の生態学的分析，評価を可能にする。す  

なわち，小縮尺から大縮尺レベルに至る各縮尺領域に  

おいて，当該地域における総和群集調査及び総和群集  

区調査により識別される景観的植生複合単位は，潜在  

自然植生域の判別，自然景観の生態学的分析，評価の  

ための基準となる。こうした群植物社会学的研究成果  

は，地域の生態系を保全しながら，人間と自然の共存  

を可能にする生態学的環境計画や環境政策の指針とな  

ることが期待される。   

お わ り に  

近年日本においても，貴重な自然資源や遺伝子源の  

保全，新たな自然空間の創造，生物的多様性の修復，  

ビオトープやエコトープの再生など自然環境の生態学  

的保全，管理の手法を取り入れた環境計画や土地利用  
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Fig．3．Theproeessofasymphytosociologicalapproachfordiscriminatingandmappingofapotentialnaturalvege－  
tationbased on theunit of vegetationlandscape（in the case of a map drawn on a smallor medium  
scale）．   
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